
 

パナソニック・ソーラーランタン寄贈に関する最終報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

特定非営利活動法人 ADRA Japan（アドラ・ジャパン） 

 

2026年 3月 31日 

 



1 

 

  
パナソニック・ソーラーランタン寄贈に関する最終報告書 

 

 

1．基本情報   

 

（1）配布対象地: ジンバブエ共和国西マショナランド州ニャミニャミ地区  

（2）契約締結日: 2023年 7月 31日 

 (3) 報告期間： 2024年 3月 31日～2026年 3月 31日 

 (4) 報告日：   2026年 3月 31日 

(5) 寄贈内容： ソーラーランタン 330台 

（6）団体/事業担当者：特定非営利活動法人 ADRA Japan（アドラ・ジャパン） 

           尾立素子 E-mail：motoko.odachi@adrajpn.org 

 

2．配布対象地の背景 

 

 ジンバブエ北東に位置する西マショナランド州カリバ

郡ニャミニャミ地区では、2024～2026年において厳し

い干ばつの影響を受け、井戸が枯渇し、衛生な水にアク

セスできない住民も多い。水不足のため、農収量も減少

しているほか、カリバ湖の水位も低下し、漁獲量の減少

も住民の困窮化を加速している。人口の約 9割が貧困と

いわれるほどの深刻さである1。このような中で、男児

は労働を強いられ、女児は早期結婚などのリスクに直面

する。 

 こうした状況を鑑み、子どもたちの教育機会が失われ

ないように、ADRA Japanは 2022年より同地区で教育支

援に取り組んできた。これまでに小学校 3校において校

舎・職員棟の建設および教育啓発活動に従事し、約 1,100人の,児童の教育環境の改善に貢献し

てきた。 

 同地区は無電化地域でもあり、夜間は明かりがないために、子どもたちは家庭学習ができない

ほか、保護者は生計向上活動も夜間にはできず、低収入のまま生活してきた。その一方で、子ど

もたちは、向学心が強く、日が昇ってすぐに起きて学習する子たちもおり、そうした意欲的な子

どもたちが、より良い状況で学習ができるように、パナソニックホールディングス株式会社様の

ソーラーランタンのご寄贈をいただく機会を頂戴した。パナソニック様のご支援の結果、321人

の生徒へランタンを寄贈することができた。本報告では、ソーラーランタンの寄贈後、約 2年間

の活動成果を報告する。 

 

3．活動成果 

 本活動は、ジンバブエの生徒が夜間にソーラーランタンを活用することで学習環境の改善を目

指していた。これまでの活動成果は以下の通りである。 

 

3－1．4つの中学校での寄贈式の実施：2024年 2～3月 

 
1 World Foor Programme and Food & Nutrition Council (2022), Kariba District Food and Nutrition Security 

Profile. 

 

ジンバブエ地図 
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合計 321個のランタンをネガンデ・マムヴァラムチェナ・ チジャムグワム・カシスヴァの４

つの中学校の生徒 321人（女子 174人、男子 147人）へ寄贈した。残る 9個は故障などの時に交

換するため ADRA事務所に保管している。 

寄贈式には、学校長・教育行政担当者・ADRA Japanの駐在員上田などが参加し、保護者に対

しても、ランタンは生徒の夜間学習が第一目的であることを伝え、各家庭でランタンを大切に使

えるように、正しい維持管理の方法も指導した。 

 

【チジャムグワム校寄贈式；ランタンを持って、うれしそうな生徒たち】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1：ソーラーランタンを受領した学校と生徒数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マムヴァラムチェナ中学校での寄贈式 
                         
 

 

 

 

【マムヴァラムチェナ中学校寄贈式：大切にランタンをかかえる生徒たち】 

 

 

 

学校名 1年生（人） 2年生（人） 計（人） 

女子 男子 女子 男子 

NEGANDE ネガンデ 24 23 15 23 85 

MAMVURAMACHENA  
マムヴァラムチェナ  

41 27 19 14 101 

CHIDYAMUGWAMU 
チジャムグワム 

30 23 29 28 110 

KASVISVA カシスヴァ 7 3 9 6 25 

 102 76 72 71 321 
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3－2．ソーラーランタンを受領した生徒のモニタリング 

 

(1)児童の夜間の学習環境の改善と家族の生活の質の向上 

ランタンの寄贈前の 2024年 2月にはベースライン調査を行った。2024年 2～3月にランタン

を寄贈した後の 4月からは、ランタンを受領した生徒がランタンを活用し、夜間学習を行ってい

るかを、中学校の教員が授業・朝礼などで確認した。 

その後、2025年 3月、2026年 3月においても、モニタリング調査を行い、生徒のランタンの

活用状況と学習面・生活面における変化を確認した。以下は、寄贈前後 2年の変化である。 

 

表 2：モニタリング調査結果の要旨 

項目 
2024年2月 

(寄贈前) 
2026年3月 
(寄贈2年後） 

変化 備考 

夜間電源

の保有率  

懐中電灯/
携帯/ 
ろうそくの 
利用 

59% 

懐中電灯/
携帯/ろうそ
くに加えてソ
ーラーランタ
ンも利用 

100
% 

＋41% 

90人に実施したベースライン調査の結果から 37

世帯（41％）は電源を所有せず、児童が夜間学習

にまったく取り組めていなかった。ソーラーランタンの寄

贈を受け、電源が全くなかった 37世帯も電源確保

が可能となった。 

 なお、2026年3月には 146世帯の家族員

283人のソーラーランタンの使用状況も確認でき

た。そのうち 10世帯については、チャージをする際に

困難があったことから、ランタンの予備と交換し、きち

んと夜間学習・生計活動ができるように支援した。 

ソーラーラ
ンタンを活
用しての
児童の 
夜間学習
時間数 

夜間学習が
まったくでき
てなかった
生徒 

59% 

0.5～4時
間の夜間学
習をしてい
る生徒 

100
%  

＋41％ 

90人に実施したベースライン調査の結果から 37

世帯（41％）は電源を所有せず、児童が夜間学習

にまったく取り組めていなかった。残りの 53世帯

(59％)はろうそく・携帯・懐中電灯などの明かりを活用

し、児童は 0.5～4時間程度の夜間学習をしていた。

ソーラーランタンの寄贈後は、全員が夜間学習をす

ることが可能となった。 

更に、子どもたちの 1日の平均学習時間は、

2025年1.9時間から 2026年2.2時間と変化

しており、18分間の学習時間が増えていることも確

認された。  

児童の 
成績 

成績が 
良いと 

自己評価す
る生徒 

 
19人 

成績が 
さらに向上
したと 

自己評価す
る生徒 

30人 +60% 

90人に実施したベースライン調査の結果では 14

人(16％)が、成績が悪いと自己評価した。その理由と

して、14人のうち 13人は懐中電灯・携帯などの明か

りを全くもっておらず勉強ができないとのことであった。 

2024年 3月に全員がランタンの寄贈を受けたこと

から、全員は学習に取り組めるようになった。 

今回の調査では 2025年3月、2026年3月

における生徒たちの成績についての自己評価を比較

したところ、成績が上がったと認識している生徒は 

1.６倍（19人から 30人）となった。 

家庭での
電源確保
のためのコ
スト 

$2～5/月
を懐中電
灯・電話の
明かりのた
めに支払う
家庭がある 

28% 

$2～5/月
を懐中電
灯・電話の
明かりのた
めに支払う
家庭がある 

28% 

夜間に家畜
の世話・畑
仕事をして
10～40ド
ルの収入を
得た世帯 
あり 

90人に実施したベースライン調査の結果では 25 

人(28％)が、懐中電灯を買うため・維持電池の代金

として$2～5/月を使う世帯が多いことが確認された。 

2025年 3月の調査では、パナソニックのソーラーラ

ンタンは、子どもの勉強を優先し使っており、2026年

の調査時もそうであった。ただし、子どもとランタンを使

う時間を適切に調整し、2026年調査時において

は、パナソニックのランタンを夕食・団欒、暗くなってか

らの農作業・家畜の世話に使う世帯が 22世帯あっ

た。後者については、10～40ドル以上の収入を得

ている者もいた。 
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ソーラーラ
ンタンの学
習以外の
利用 

ソーラーラン
タン所有世
帯はなし 

0% 

児童の読
書・宿題に
利用する以
外の目的は
料理・家
事・電話充
電・畑/家
畜仕事 

100
％ 

+100％ 

90人に実施したベースライン調査の結果から 37

世帯（41％）は電源を所有せず、残りの 53世帯

(59％)はろうそく・携帯・懐中電灯などの明かりがあっ

た。2026年3月においても、ソーラーランタンの寄

贈を受け、すべての家庭はまずは児童の学習に使う

ことを重視しており、学習以外の目的は家事・料理・

電話充電・畑/家畜仕事であった。 

殆どの世帯主は懐中電灯・携帯の明かりで仕事を

し、子どもの勉学を邪魔しないように配慮をしている。 

 

 

上記の結果から、生徒がソーラーランタンを活用できるようになったため、夜間学習を確実にできるようになった

ことが分かる。大きな変化としては、成績の向上と、学習時間の増大である。 

さらに今回は、ソーラーランタンを寄贈した生徒および兄弟姉妹・両親からのヒアリングも行ったうえで、約283

人の人々 （146世帯）によりランタンが活用されていることを確認した。兄弟姉妹ともに、一緒にランタンを使って

学習することで、学習意欲の向上にも役立った。 

 

(2)子どもの能力の向上と夢の実現への貢献 

 

なお、モニタリング調査の一環としてインタビュー、オブザベーションなどの、定性的調査も実施した。インタビ

ュー結果から確認されたソーラーランタンの寄贈を受ける前とその後の変化を示す事例は次の通りである。 

 

(2)-1. イェミ君： チジャムグワム中学校3年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエミ君と父親 2025年                           イエミ君と父親 2026年 

 

２026年のインタビュー結果 

ソーラーランタンの寄贈を受ける前 ソーラーランタンを使い始めてからの変化 

 

・ 夜に勉強ができず、成績が下がると

いつも心配していた 

・ スマートフォンの薄暗い光を使うこと

で、目に負担がかかっていた 

 

 

・イェミは、夜に毎日3時間、勉強のためにランタンを使用し、成績が大幅に上がっ

たほか、目の負担も減った。 

 ・イェミの父はランタンを家族団欒にも使っているとのことで、ろうそくを買うお金

に困ることはなくなった。 
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(2)-2. プリヴィレッジさん：マムヴァラムチェナ中学校３年生 

                 2025年                           2026年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリヴィレッジさん（右）と叔母（左） 

 

ソーラーランタンの寄贈を受ける前 ソーラーランタンを使い始めてからの変化 

・プリヴィレッジは、照明が不足していた

ため、以前は日中にしか勉強する時間

がなく、成績が悪かった。 

 

 

・プリヴィレッジさんは、ランタンをつかって3時間学べるようになった。 

家族は、パナソニックのライトの明かりは明るいので、赤ちゃんの世話に、ランタ

ンを使っているとのこと。 

・以前はスマートフォンのライトを使っていたが、バッテリーが切れた際に充電で

きる場所を見つけるのが本当に大変だったが、今はその心配がなくなってうれ

しいとのこと。 

 

(2)-3. ネディさん：ネガンデ中学校3年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネディさん                       ネディさん （左奥） 

ソーラーランタンの寄贈を受ける前 ソーラーランタンを使い始めてからの変化 

・ナディは、薄暗い懐中電灯を使うと目が

疲れ、勉強できず、成績も下がったと言

っていた。  

・ナディは、勉強のためにパナソニックのランタンを3時間毎日使っており、成績

があがった。将来は、看護師になりたいとのこと。 

 

・毎日家の中の照明としてもランタンを使用している。 

パナソニックのランタンは電池を必要とせず、ろうそくも使わないため、かなりの

お金を節約できているとのことである。 
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(2)-４. エミルダさん：チディヤムグワム中学校4年生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           エミルダさん                     エミルダさん 

                     

ソーラーランタンの寄贈を受ける前 ソーラーランタンを使い始めてからの変化 

・エミルダは以前、懐中電灯を使っていましたが、毎

回新電池を買う値段が高くて困っていた。 

・そのため、電池を節約するために勉強時間を短く

していた。その結果、成績が悪かった。 

・また、家には照明がたった一つしかなく、エミルダ

が、その一つの照明を勉強に使うと、それが他の家

族とのトラブルの原因になっていた。 

・毎日、エミルダは、ランタンを使って、勉強に3時間費やしている。 

・毎日の料理の際、キッチンの照明としてもランタンを使用している。 

・エミルダは、電池切れによる中断がなく、以前より長く勉強できるよう

になってとてもうれしいと言っていた。 

・キッチンに明かりがついたため、自由に料理ができるようになっ

た。 

 

(2)-５ マカイさん（右）と父（左）：マムヴラマチェナ中4年生    (2)-６ アセントさん（右）と母（左）：ネガンデ中4年生 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーランタンの寄贈を受ける前と受けた後の変化  ソーラーランタンの寄贈を受ける前と受けた後の変化 

【寄贈前】 スマートフォンの薄暗いライトを使い続けていた

ことから、目に負担を感じていた。 

【寄贈後】 毎日、夜の2時間は、勉強のためにソーラーラ

ンタンを使用し、それ以外の時間は、家の中の照明として

使用している。ランタンのおかげで成績もあがった。 

 【寄贈前】夜に勉強ができず、成績が低下していた。 

【寄贈後】今は夜間に勉強できるので成績があがった。家

でも照明として使うことができ、母親も家事・料理がしやす

くなったと言っている。 
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上記の事例から示されるように、夜間に電気がないことによる学習への障害は想像以上に深刻であったことが分か

る。多くの場合に、家族に1台、もしくは拡大家族で1台のスマートフォンの明かりで勉強をしていたこともあり、

暗くて目に悪い影響が出たほか、ブルーライトで目を傷める問題も指摘された。 

パナソニックのランタンは、ジンバブエで購入できる他のランタンよりも明るいことから、子どもたちの勉強のみ

でなく、料理・家事・畑仕事・家畜の世話・縫製などにも使うことができていた。まさしく家族全員の生活の質の改

善にパナソニック様のご支援が導いてくださった。 

 

4．今後の課題 

 

今後の課題は 3点ある。第一に、ソーラーランタンの寄贈を受けた子どもたちが就学を継続

し、ランタンを使い続けられるように、メンテナンスについて、再度の説明をしていきたい。乱

暴に扱うと、耐久性にも悪影響を及ぼすため、適切な使い方について教員を通じて生徒へ指導す

る計画である。第二には、最近の中東紛争の影響で、物価の高騰が深刻であり、ジンバブエの同

地区では困窮が顕著である。そうした貧困が、婚資を目的とした早期結婚や、日雇い労働などの

ための男児の退学を増やさないように、地域全体で、子どもの教育を支えるように、行政・教

員・NGOでの連携が必要といえる。第三は、今回のソーラーランタンの配布によって生徒の学習

時間の増加・成績の向上が確認できたが、より多くのジンバブエの無電化地域で、ソーラーラン

タンの配布支援ができるように努力していくことである。 

 

 

以上 

 

 

 




